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わが国において，⽛キャリア教育⽜という用

語が初めて公的に登場したのは，平成 11 年

12 月の中央教育審議会答申⽛初等中等教育と

高等教育との接続の改善について⽜2におい

てであった。ここでは，キャリア教育は，⽛望

ましい職業観・勤労観及び職業に関する知識

や技能を身に付けさせるとともに，自己の個

性を理解し，主体的に進路を選択する能力・

態度を育てる教育⽜であるとされた。そして，

この定義に基づき，平成 16 年度から，小・中・

高等学校においてキャリア教育が実施される

ようになった。

平成 23 年になると，⽛今後の学校における

キャリア教育・職業教育の在り方について⽜3

（平成 23 年⚑月中央教育審議会答申）におい

て，キャリア教育は⽛一人一人の社会的・職

業的自立に向け，必要な基盤となる能力や態

度を育てることを通して，キャリア発達を促

す教育⽜と再定義された。そして，大学教育

まで含め，⽛人間関係形成・社会形成能力⽜⽛自

己理解・自己管理能力⽜⽛課題対応能力⽜⽛キャ

リアプランニング能力⽜の⚔つの能力によっ

て構成される⽛基礎的・汎用的能力⽜の育成

が推進されるようになり，文部科学省，厚生

労働省や経済産業省等により，⽛キャリア教

育⽜あるいは若年者の就業に関する様々な発

表，提言や指導がなされてきた。

しかしながら，それらをうけて，教育現場，

特に大学において，学生に対する⽛キャリア

教育⽜が適切に行われるようになったかとい

うと，そこには大きな疑問がある。本論文で

は，日本的雇用慣行下にあるわが国の企業の

求める人材がどのようなものであるかを検討

した後，そのような人材を輩出するための大

学教育がどのようにあるべきかについて考察

する。

⚒．日本的雇用慣行下において求められ
る人材と新規学卒者定期一括採用

筆者は，日本的雇用慣行を⽛主要人事諸制

度が⽝長期的雇用の原則⽞という一本の芯に
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よって貫かれる形で一体となった人事システ

ムの状態⽜4と捉えている（図表⚑）。その大

きな特徴は，新規学卒者定期一括採用制と定

年退職制とによって，入口と出口とが固定化

され閉じられていることである。多くの日本

企業は，このような閉鎖的な内部労働市場の

中に，就労経験のない⽛ズブの素人⽜5である

新規学卒者を新規入社者として受け入れ，企

業内において，彼らを自社の業務に適合する

人材へと育成していくのが一般的である。そ

して，この入口において新規入社者たちに必

要とされる要件は，多くの場合，潜在能力や

一般的知識水準だとされ，就労するうえでの

専門的知識や技能が求められることはほとん

どない。

このことは，決して近年に始まったもので

はない。間【1963】は，日本企業は採用にあ

たって，⽛その職務を遂行する能力をすでに

そなえた人間を選抜するのではない。誠実な

人格，思想穏健な人物をみこんで雇い入れ，

その後かれを企業内で養成する⽜6と述べて

いる。

1970 年代に書かれた岩田【1977】では，日

本企業で求められる大卒人材の要件が⚓点に

まとめられ，①一流大学の卒業生たちが企業

に求められるのは，⽛“実力”において他に抜き

んでているからではない。むしろこれは，彼

らがよりすぐれた“潜在能力”をもっていると

想定されているからであり，入社後の長期に

わたる訓練の結果，次第にそのすぐれた“能

力”を発揮すると期待されているからであ

る⽜7ためであり，また，②⽛大学卒業者の主

たる雇用者である大企業は，大学教育に対し

て，ある特定領域における専門知識よりも，

むしろ“一般的能力”の開発を期待する傾向が

強い⽜こと，③⽛同様の考え方は，わが国のほ

とんどの大企業がとっている，一括採用・定

期移動方式にもあきらかに認められる。……
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図表⚑ 日本企業の人事システム
出所：筆者作成



新卒者達は，とくに希望する職務をもたぬま

ま，特定の企業に入るという希望をもって就

職試験にのぞむし，企業側もまた⽝適正につ

いてはほとんど白紙の状態で採用し⽞，⽝長い

年月をかけていろいろの職場を配置転換し，

どんな仕事でもたいていこなせる万能選手を

つくりあげていく⽞⽜8と述べられている。

そして，2000 年代に入っても，野村【2007】

が⽛理系については選考領域がある程度考慮

されるが，事務系ではそれらの違いはほぼ完

全に無視される。会社は特定の職種に適合し

た人間を採用しようとしているのではない⽜9

というように，新規入社者たちに求められる

要件は，変わることがなかった。

今日においても，企業が大卒新規入社者に

求めるものは変わらない。日本経済団体連合

会が 2016 年に行なったアンケート調査10（会

員企業 1,339 社のうち 709 社が回答）では，

⽛選考にあたって特に重視した点（⚕つ選択）⽜

は，次のようなものであった。

・コミュニケーション能力（87.0％）

・主体性（63.8％）

・協調性（49.1％）

・チャレンジ精神（46.0％）

・誠実性（43.8％）

・ストレス耐性（35.5％）

・責任感（24.2％）

・論理性（23.6％）

・課題解決能力（19.7％）

・リーダーシップ（16.6％）

・柔軟性（14.7％）

・潜在的可能性（14.6％）

・信頼性（14.3％）

・創造性（12.1％）

・専門性（9.9％）

・一般常識（7.4％）

・学業成績（4.5％）

・語学力（3.2％）

・留学経験（0.6％）

・その他（5.1％）

また，筆者が平成 24～26（2012～2014）年

にかけて，北海道内企業 25 社（A～Y社）の

人事担当者に対して行なった聴取調査でも，

同様の傾向が強く示され，それぞれの企業が

新規学卒者定期一括採用で求める要素項目

は，次のようなものであった。

Ａ．体育会系，元気さ，人当りの良さ，部

署をまとめる力

Ｂ．フットワークの軽さ，素直さ

Ｃ．コミュニケーション能力，調整力，考

えて行動できる力

Ｄ．頭で考える力，自分の考えを伝える力，

主体的に動く力

Ｅ．コミュニケーション能力，チャレンジ

精神，交渉力，折衝力，元気

Ｆ．素直さ，ポジティブさ

Ｇ．男性

Ｈ．男性

Ｉ．自主性，自分の考えを持つ力，誠実さ，

何かに打ち込める力

Ｊ．チャレンジ精神，真面目さ，頑張って

やり続ける力

Ｋ．元気，明るさ，コミュニケーション能

力

Ｌ．愛嬌，コミュニケーション能力

Ｍ．明るさ，快活さ，ホスピタリティ

Ｎ．視野の広さ，根気
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Ｏ．正直さ，誠実さ

Ｐ．自社に合う雰囲気，論理的思考力，協

調性

Ｑ．人付き合い力，責任感

Ｒ．打たれ強さ

Ｓ．最後までやり遂げる力，素直さ，コミュ

ニケーション能力，明るさ，ガッツ

Ｔ．明るさ，元気，人の話を聞く力，人の

気持ちを引出す力

Ｕ．外向的性格，リーダーシップ

Ｖ．基礎学力

Ｗ．革新性

Ｘ．元気，コミュニケーション能力，スト

レス耐性

Ｙ．入社後のイメージ力，創造性

このように，日本企業の多くは，就労する

うえでの専門的知識や技能を求めない採用

を，少なくとも半世紀以上にわたって続けて

きた。そして，今日においても，⽛会社は，⽝人

物⽞を採用したいのであり，最終学年の学業

などささいなことであった。会社のこうした

考えは今日も同じである。そのことは，採用

にさいして学業成績やペーパーテストよりも

面接が重視され，ペーパーテストでも SPI 適

性検査のようなものが重視されることに表れ

ている。⽜11という野村【2007】の指摘のとお

りである12。

しかし，一般的に，欧米先進国企業におけ

る採用において就職希望者に求められる要件

は日本企業のそれと大きく異なり，それは，

採用後に予定されている職務を遂行するため

に必要な特定の知識，スキルや就業経験であ

る。なかには，College Recruiting あるいは

Campus Recruiting と呼ばれる米国の特殊な

採用方法13に着目して，わが国における新規

学卒者定期一括採用制と類似した採用が米国

にも存在すること，ひいては，新規学卒者定

期一括採用制の特殊性を疑問視する研究14も

あるが，そもそも，日本的であるかそうでな

いかは，“相対的に”という前提が存在する。

日本企業にも，当然，新規学卒者定期一括採

用制を採らない採用を行なっている企業はあ

る。しかし，大企業を中心とした，相対的に

多数の日本企業が新規学卒者定期一括採用制

を採っていることが，“日本的”なのであり，

その状態を米国あるいはその他の先進国のそ

れと比較した場合，相対的に顕著な違いがみ

られることが，“特殊”なのである。米国に

College Recruiting あ る い は Campus

Recruiting は確かに存在するが，米国企業の

採用における占有率は決して高いものとはい

えない15。

わが国の企業が，長きにわたって，このよ

うに“特殊”な採用制度を続けてきたのは，採

用制度に続く，主要な人事諸制度が，図表⚑

に示したように⽛長期的雇用の原則⽜に貫か

れ，それぞれ，すべて従業員が若年時に入社

してから長期安定的に自社企業内に留まり続

けた後に定年退職して会社から出て行く，と

いった就業人生を送った場合に最も上手く機

能するように設計されているためである16。

これにより，日本的雇用慣行下にある日本企

業では，新規入社者の，入社後のキャリアの

積み方が欧米企業のそれと大きく異なる結果

となった。

欧米企業では，⽛職務⽜に⽛人⽜が張り付く

⽛ジョブ型⽜雇用であるのに対し，日本企業で
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は，⽛人⽜に⽛職務⽜が張り付く⽛メンバーシッ

プ型⽜雇用であると一般的に解釈される17。

したがって，多くの場合，欧米企業では日本

企業に一般的な定期異動，特に，異なる職能

分野への会社都合の異動は，ごく少数の例外

を除き，ほぼ起こり得ない。多くの場合，従

業員が自ら希望し，新たなスキルや知識を獲

得し（あるいは示し），上位の職務やポジショ

ンを企業内において勝ち取っていくことがで

きなければ，入社時に職務記述書によって決

められた仕事を，当該企業にいる限りは続け

ていくということになる。

しかし，わが国の企業においては，配置転

換も昇進も基本的に会社都合で行なわれ，こ

こに OJT や Off-JT が組み合わされること

により，従業員は自らの所属する企業にある

様々な仕事・役割をこなせる人材へと成長し，

当該企業にある様々な仕事・役割において成

果を出していくことが求められるのである。

その結果が，本節の中盤で示した，⽛大卒者

に求めるもの⽜である。大学におけるキャリ

ア教育は，このような現状をしっかりと認識

し（しかし，当然，今後これが如何に維持さ

れ，あるいは変化していくのかを考慮に入れ

ながら），それに適合するものでなければな

らない。

⚓．大学におけるキャリア教育

近年，キャリア教育の視点から大学に求め

られているのは，⽛今後の学校におけるキャ

リア教育・職業教育の在り方について⽜（平成

23 年⚑月中央教育審議会答申），⽛これからの

大学教育等の在り方について⽜18（平成 25 年

⚕月教育再生実行会議第三次提言）に集約さ

れるものである。

前者では，⚑．教育課程上の工夫や有機的

な連携体制の確保等，多様な取組を推進して

いくこと，⚒．重点を置く機能や養成する人

材像・能力を明確化し，職業教育の充実を図

ること，⚓．職業意識・能力の形成を目的と

したインターンシップや課題対応型学習等，

実践的な教育を更に展開すること，の三点が，

そして後者では，⚑．課題発見・探求能力，

実行力といった⽛社会人基礎力⽜や⽛基礎的・

汎用的能力⽜などの社会人として必要な能力

を有する人材を育成するため，学生の能動的

な活動を取り入れた授業や学習法（アクティ

ヴ・ラーニング），双方向の授業展開など教育

方法の質的転換を図ること，⚒．学内だけに

閉じた教育活動ではなく，キャリア教育や中

長期のインターンシップ，農山漁村も含めた

地域におけるフィールドワーク等の体験型授

業の充実を通じての，社会との接続を意識し

た教育を強化すること，の二点が主旨となっ

ている。

これらをうけて，現在では，全国のほぼ全

ての大学においてキャリア教育に類する何ら

かの授業が行われるようになっている。しか

し，ほとんどの場合，それらキャリア教育は

専門科目教育とは別に用意され，場合によっ

ては，単なる就職活動支援とキャリア教育と

を混同しているように取れるものすら見受け

られる。

大学教育として学生のキャリア教育を行な

うにあたり，最も注意しなければならないこ

との一つは，それが単なる就職活動支援とな

らないことである。いうまでもなく，大学と

は，⽛学術の中心として，広く知識を授けると
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ともに，深く専門の学芸を教授研究し，知的，

道徳的及び応用的能力を展開させることを目

的⽜19とする高等教育機関である。大学は，

決して就職予備校の類であってはならない。

大学本来の目的と近年の大学に対する社会的

要請とを両立させるキャリア教育とは，専門

教育を応用させたものでなければならない。

すなわち，キャリア教育と専門教育は，それ

ぞれが融合されたものでなければならないの

である。

⽛今後の学校におけるキャリア教育・職業

教育の在り方について⽜は，大学の教育課程

の中に位置付けられるキャリア教育として，

①生涯を見通した各自のキャリアプランニン

グや，その中での高等教育における学習の位

置づけ，卒業までの具体的な目標設定につい

て考えさせる授業等を，基礎教育や共通教育

の科目として開設しているもの，②専門分野

における教育課程にキャリア教育の視点を位

置付け，社会的・職業的自立に向けて必要な

基盤となる能力や態度を育成しているもの，

③キャリア教育の視点を取り入れ，キャリア

教育の科目を含め，教育課程全体に有機的に

位置付けて，総合的に実施しているもの，の

三分類を例示し，大学におけるキャリア教育

が教育課程の中に位置づけられることの必要

性を示している。しかし，梶原他【2014】な

ども指摘するように，これらのうち，①を実

施している大学は多くあるものの，②および

③はそれほど多くみられない。しかしなが

ら，大学教育のなかで行なわれるべきキャリ

ア教育は，②および③に分類されるものであ

るべきことは明らかである。

以上のことを強く意識し，あるべきキャリ

ア教育を追究するのが，北海学園大学経営学

部におけるキャリア教育の取り組みである。

⚔．キャリア教育と専門教育との融合
―事例：北海学園大学経営学部
の取り組み―

北海学園大学経営学部では，⽛ビジネスマ

インドやビジネススキルを修得することを通

じて，社会的・職業的に自立するために，必

要な基盤となる能力や態度⽜をビジネスキャ

リアと捉え，学部創設の平成 15 年度から平

成 25 年度まで，学部独自の取り組みとして

のキャリア形成支援教育プログラム（⽛企業

研修プログラム⽜）を展開してきた（図表⚒）。

ここでは，⽛企業研修⽜と称する科目を⚓年次

学生に履修させ，夏季休業中に実施されるイ

ンターンシップへ参加させるのであるが，⽛企

業研修⽜履修学生は，当該インターンシップ

にただ参加すれば単位を修得できるのではな

く，⚓年次前期に⽛個別指導⽜20および⽛一斉

指導⽜21を受講しなければならないもので

あった。

そして，⽛企業研修プログラム⽜開始から

10 年の節目にあたる平成 26 年度には，学生

の成長という観点からこれを刷新し，⽛経営

学部キャリア・サポート・プログラム：CSP⽜

に改編した。平成 28 年時点において，CSP

は図表⚓に示す科目群で構成され22，全体を

通して，グループワークを中心としたアク

ティヴ・ラーニングが多く採り入れられてお

り，このプログラムを受けることによって，

履修学生自らがビジネスキャリアの形成に主

体的に取り組むことが期待されている。ま

た，⚒年次以降の各科目を担当するのは図表
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⚔に示す経営学部の専任教員であり，キャリ

ア教育をそれぞれの専門分野からの知見を

もって教授することとなっている。

前節までの議論を踏まえ，CSP では，大学

教育課程の中に位置付けられるキャリア教育

分類の①生涯を見通した各自のキャリアプラ

ンニングや，その中での高等教育における学

習の位置づけ，卒業までの具体的な目標設定

について考えさせる授業として⽛アカデミッ

クリテラシーⅠ⽜および⽛アカデミックリテ

ラシーⅡ⽜を配置し，②専門分野における教

育課程にキャリア教育の視点を位置付け，社

会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる

能力や態度を育成すること，③キャリア教育

の視点を取り入れ，キャリア教育の科目を含

め，教育課程全体に有機的に位置付けて，総

合的に実施するべく，⚒年次以降の各科目を

配置している。そして，経営学の専門教員に

よる，各教員の専門分野の講義とキャリア教

育との連動を図り，各専門分野での学びを，

キャリアを見据えながら実践・応用させるこ

とを目指すものとしている。

ここで特に意識されるのは，全ての科目を

継続して履修させ，加えて，経営学部と協定

を締結している企業・団体のインターンシッ

プ（⽛企業研修⽜）に参加させることによって，

社会人として必要な能力を有する人材を育成

することである。⽛アカデミックリテラシー

Ⅰ⽜において，⚑年次の初めに，学生各人の

人生における大学教育の位置づけ，そして，

それと学卒業後の各自のキャリアとの関連を

意識させたうえで大学での学び方を教授し，

加えて⽛アカデミックリテラシーⅡ⽜におい

て，経営学部におけるほぼすべての専門科目
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図表⚒ ⽛企業研修プログラム⽜構成科目

科目名称 開講年次・形態

⽛企業研修⽜
（インターンシップ） ⚓年次通年，⚒単位

図表⚓ ⽛CSP⽜構成科目群23

科目名称 開講年次・形態

⽛アカデミックリテラ
シーⅠ⽜ ⚑年次前期，⚒単位

⽛アカデミックリテラ
シーⅡ⽜ ⚑年次後期，⚒単位

⽛キャリアデザイン講座⽜ ⚒年次後期，⚒単位

⽛企業研修リテラシー⽜ ⚓年次前期，⚑単位

⽛ビジネスモデル分析⽜ ⚓年次前期，⚒単位

⽛マーケット分析⽜ ⚓年次前期，⚒単位

⽛企業研究⽜ ⚓年次前期，⚑単位

⽛企業研修A⽜
（インターンシップ） ⚓年次夏季集中，⚑単位

⽛企業研修B⽜
（インターンシップ） ⚓年次夏季集中，⚑単位

⽛キャリア育成講座⽜ ⚓年次後期，⚒単位

⽛ビジネスワーク実習⽜ ⚔年次後期，⚑単位

⽛経営分析⽜ ⚓年次後期，⚒単位

⽛キャリア研修Ⅰ～Ⅳ⽜
（インターンシップ） ⚑年次夏季集中，⚑単位

図表⚔ ⽛CSP⽜担当教員の専門分野・担当科目

専門分野 担当科目

ファイナンス ⽛ファイナンス⽜

コーポレートガバナンス ⽛企業論⽜

マーケティング ⽛マーケティング⽜

人的資源管理論 ⽛人的資源管理⽜

経営組織論 ⽛経営史⽜

経営戦略論 ⽛経営戦略⽜

会計学 ⽛簿記⽜

製品開発 ⽛製品開発⽜

ファイナンス理論 ⽛金融システム⽜

情報処理 ⽛情報処理⽜

経営統計学 ⽛情報システム⽜

管理会計 ⽛管理会計⽜



の概略と，各科目の経営学全体における位置

関係についてを各科目担当教員（経営学部内

の専門教員約 35 名）が解説することによっ

て，⚑年次経営学部生全員が教育課程におけ

る各科目の位置づけの確認と，それらと学生

各人の自身のキャリアとの関連づけをするこ

とを可能としている。

⚒年次科目の⽛キャリアデザイン講座⽜で

は，キャリア教育の意味合いを若干強め，実

務家や外部講師らを招きながら，学生各人の

キャリアに対する意識を高めている。同時

に，講義内において，少人数によるグループ

ワークやプレゼンテーションの機会を増や

し，アクティヴ・ラーニングの深化を図って

いる。学生たちは，それほど親しくない学生

とグループを組まされ，そのなかで，与えら

れた課題に対する解を，自分なりに思考し，

主体的に，他学生と協力しながら確定させた

うえで，最終的には他者に向かって発信して

いくという手順を繰り返し求められることと

なる。

⚓年次以降の科目では，⚒年次までの取り

組みで慣れてきた，⽛深く考え，主体的に，他

者と協調しながら，成果を発信する⽜という

行動を，経営学の専門知識を用いながら，繰

り返していく。⽛ビジネスモデル分析⽜では，

企業の経営分析を行なううえで必要となる経

営学的専門知識の，より実践的な側面を強調

した授業がなされる。そして，⽛マーケット

分析⽜が同週に開講され，履修学生は，⽛ビジ

ネスモデル分析⽜で学んだ経営学的専門知識

を実際に活用しての経営分析（ケーススタ

ディ）をグループワークとして行ない，定期

的に開催される成果発表会において，プレゼ

ンテーションという形での，成果の他者への

伝達を求められる。これを半年間，繰り返し

ていくのである。

さらに，⽛企業研究⽜において，個人的に，

⽛ビジネスモデル分析⽜で得られた経営学的

専門知識を用いて，自身の派遣予定となって

いるインターンシップ先企業・団体に関する

企業分析をも行なう。この際，⽛企業研究⽜指

導担当教員により，履修学生はレポートを課

せられることが多く，ここで専門教育を活用

しながらの資料収集能力や文章作成能力の伸

長が図られる設計となっている。

CSP 履修学生は，⚓年次前期までにこれら

のことを経験した後に，夏季休業中の⽛企業

研修A・B⽜（インターンシップ）に臨む。大

学入学後の早い時期から自身のキャリアにつ

いての意識を高め，専門教育の活用・実践の

可能性に気付いた状態にある学生が，イン

ターンシップから得られるものは非常に大き

い。単なる漠然とした職場見学，職務体験に

とどまらず，専門教育での学びを職場におい

てどう活かすことができるのかといった問題

意識をもった行動が可能となる24。

また逆に，インターンシップを通して，職

場において自身を有意なものにするために，

専門教育を受けられる残りの期間（⚓年次後

期～卒業まで）に何をしておかなければなら

ないのかを考えられるようになり，そして，

行動に結びつけることができるようにもな

る。このことを補助的に支えるのが，⚓年次

後期開講の⽛キャリア育成講座⽜や⽛経営分

析⽜，そして，⚔年次開講の⽛ビジネスワーク

実習⽜である。これら科目は，学外の専門機

関や企業などと連携し，グループワークを中
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心に据えた，専門教育の実践活用がさらに進

められた内容となっている。

⚕．お わ り に

北海学園大学経営学部の取り組みの意義

は，学部内の専門教育とキャリア教育との融

合である。日本的雇用慣行下における人材育

成を視野に入れた場合，日本企業において求

められる大卒新規入社者の能力は，やはり大

学の専門教育によって育まれるべきである。

大学における専門教育と大学卒業後の学生の

キャリアとは切り離されるべきではない。

必ずしも大学（特に社会科学系）での専門

的な学びの成果が求められない日本的雇用慣

行下においては，採用の段階では，まずは，

⚒節で示したような能力が求められる。そし

て，そのような地力のある者を，各組織内に

おいて，ある一定の期間を要しながら育成し

ていくこととなる。このことを踏まえ，われ

われは，今後も専門教育における学術的な知

識の教授に加え，⽛深い考察力を持ち，その意

思を的確に他者に伝達しながら，積極的かつ

主体的に行動することのできる人材⽜の育成

を可能とする大学教育のあり方を模索してい

くことが必要となろう。

ただし，これから先も変わらず，これまで

と同様の人材が企業に求められ続けるという

保証はない。また，大学教育のあり方自体も

変化していく可能性もある。われわれには，

そのような変化に敏感になり，社会の要請に

応えられる大学教育，キャリア教育を行なっ

ていく責任が課せられている。

北海学園大学経営学部では，経営学におい

て基盤となる専門科目は⚒年次までに開講さ

れ，図表⚔に示される CSP 担当教員の担当

する各専門科目の多くは⚓年次以降に配置さ

れている。CSP 履修学生は，それら基盤科目

において十分に知識を修得した後に，あるい

は他専門科目と同時並行的に⽛ビジネスモデ

ル分析⽜・⽛マーケット分析⽜・⽛企業研究⽜・⽛経

営分析⽜等のCSP 科目を履修することによっ

て，専門科目で得られた知識の応用・実践を

行ない得ているだけでなく，逆に，CSP 科目

の履修によって，専門科目での学びを深めて

もいる側面もある。

すなわち，専門科目での学びを，単なる知

識の修得にとどめるのではなく，そこで得ら

れる知識や学びを，自身の今後の人生におい

て，どう活かしていけるのか，あるいは，ど

う活かしていくべきなのかを考えながら，理

解することを可能にしているのである。今

後，このようなキャリア教育による専門教育

への好影響の範囲を如何に広げていくかが，

課題の一つとなろう。

また，これまでの CSP 修了者の就職状況

をみると，質的にも量的にも，非常にうまく

いっているように観察できる。しかしなが

ら，大学におけるキャリア教育のあるべき姿

は，学生の就職を成功させることではなく，

その後の人生をいかに成功させることができ

る人材に育て得るものであるかであろう。し

たがって，今後，経年的に卒業生の観察を続

けていくことも，本研究の大きな課題として

残されている。
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18 教育再生実行会議第三次提言（平成 25 年⚕
月 28 日）⽛これからの大学教育等の在り方に
ついて⽜。（http://www.mext.go.jp/b_menu/
shingi/chukyo/chukyo0/gijiroku/attach/__
icsFiles/afieldfile/2013/10/16/1340415-9-1.
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19 学校教育法第 83 条。
20 各履修学生に自身のインターンシップ派遣
先企業・団体について事前に企業・業界研究
を行なわせ，それらについて⚒万字（A4用紙
30 枚）程度のレポートを作成させるべく，専
任教員が企業・業界分析の手法や文章の書き
方などに関する指導を行なう。

21 ①学外から招聘した講師によるマナー講習，
②専任教員による⽛企業研修報告会⽜（派遣先

企業・団体の経営分析およびインターンシッ
プ内容に関するプレゼンテーションが行なわ
れる）のための指導が行なわれる。

22 平成 29 年度には，さらなる改編がなされて
いるが，本論文では，平成 27-28 年度北海学
園学術研究助成期間中におけるプログラムに
関する言及にとどめる。

23 各科目の内容については，北海学園大学経
営学部の作成する，各年版⽝CSP ガイドブッ
ク⽞を参照のこと。

24 各履修学生が，自身のキャリアについての
意識をさらに高めながら専門教育の活用・実
践の可能性を再確認し，これまでの学びを棚
卸する場として，⽛企業研修リテラシー⽜があ
る。

50

北海学園大学学園論集 第 175 号 (2018 年 3 月)

51

日本的雇用慣行下で求められる大学の⽛キャリア教育⽜（大石雅也)




